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は じめに
最近,大 学で授業改善の試みがなされ始めた。それは大学生が変化 してき
たことに対応す るものである。本稿は,一 人の講話者が,数 十人,あ るいは
それ以上の聞き手 に対 して話 をし,報告 し,講義 をし,講演 をする場合,ど
うすれぼよく話せ るのか という技術を考 えてみるものである。ただし,それ
以外の点も少 し考察した。本誌の性格上,主 に,大 学での講義を念頭 におい
22 人 文 研 究 第102輯
ているが,大 学以外で も講演などで参考 になる場合 も考慮に入れている。
1話 し手,話 題,聞 き手,の 関係
講演 ・講話 ・授業で,そ の内容が良い結果を残すには,い くつかのポイン
トがある。
第1は,話 し手がその話題に興味を持っていること,あ るいは話 した くて
仕方がない,伝 えてた くて仕方がない,と いうことが必要である。話者=話
し手 は,そういう話題を選ぶべきである。しかし,学校や大学の授業の際に,
内容が決まっている場合 には,そういうわけに行かない場合 もある。だか ら,
これはそう簡単ではない。それでもその制限の中で,話 し手は工夫する必要
がある。大体,話 をする人がつまらないと思っている事 は,聞 き手にもっま
らない ものである。話者が面白いと思っていることでも,聞 き手が面白いと
感 じない場合 も多いのだか ら,なおさらのことである。
今言った ことは,表現を変えれば,自分が納得 していることを話す(1),とい
うことで もある。少な くとも,話題 を自由に選べる場所であれぼ,そ の話題
が聞き手にとって興味があるというものを,話 者は選ぶべきである。
これは,話 し手が真面 目に語 るということとは余 り関係がない。い くら講
師が真面目に話 をしていても,聞 き手がついて くるという保障はない。話題
が問題である。つまらない話題を面 白く話すことよりも,面 白い話題 をつま
らな く話す方が,受 ける場合だってある。ただし一方では,話 し手が不真面
目に話 しをしていると,聞 き手はやはりっいてこない。
2話 題
講話 ・講義の題材は,主 宰者が決め,あ るいは大学のカ リキュラムによっ
て決 まっているから,話題 を講師が選ぶのは,自 由ではない場合が多い。だ
から一般的には言えないが,も し自由裁量度が大きければ,と いうケースに
話し方 一 付,私 語の問題,参加型授業など 23
限って述べたい。
大学生 くらいの若い人々 は,現実的で現代的なテーマが好きである(1)。これ
は当り前で もある。現実の問題 を考える中で,学生たちが自主的な勉強をし,
研究テーマが選ばれるであろう。
もし話者が50才で,聞 き手が20才だった としたら,時代的な差が,話 題
の中で自ら生 じて くる。 ヨリ年長の人が,も しも太平洋戦争 について語 った
場合,聞 いている若い人々 は,あたかも話者(=ヨ リ年長のその人)が 日露
戦争を聞いているの と同 じようになる。だか らといって,い つも一時代新 し
いことを話せ というのではないことは,も ちろんである。そうい う関係 にあ
るということを,頭 に入れてお く必要がある。
ついで,現代の瞬間的なことに,若い人は興味がある。一例であるが,チェ
ルノブイリ原発事故が起 きて2年 目に,私は学生に原発のビデオを見せた ら,
皆,目 を輝かせて見ていた。だが これを私は10年後に見せた ら,多くの人が
眠ってしまった。 ソ連が倒れた時,私 がソ連論を語 った ら,皆,熱 中して聞
いていた。今語ったら,多分そうはならないのではないか。
また,身 近な話題 は理解 しやすいとされる。そして平易な例 をあげるべき
である。
聞 き手の興味がどこにあるかが,話 をする際に大切であるが,す くな くと
も時代 を考える必要がある。聞き手の興味に合わせた くない,と いう話 し手
がいても,す くな くとも時代の変化 ・社会の変化 は考えるべきである。
3マ イク
数十人 を相手に話 をす る場合は,マ イクロフォン(以下,マ イクと略す)
を使った方がよい。
その際,話 を始める前に,マ イクによる声が会場の最後列の人までしっか
り聞 こえるかを,確 かめる必要がある。 もっとも,お ごそかな場所ではそう
もゆかない。そういう場合 は,前 もって機能を調べてお く必要がある。ただ
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し,それにも注意が必要である。空室の場合 と聴講者がいる室の場合 とでは,
マイクの音量は違って くる。人の衣服が音 を吸収 してしまうからである。だ
から大勢の人がいる場合は,大 きいボリュームにする必要がある。
次に,マ イクに自分の声が しっか り乗っているかを確かめる必要がある。
マイクは集音方向性が強いものがあるので,口 にたいするマイクの集音方向
を,い つ も気 にする必要がある。また口とマイクの距離を講話中に一定にし
てお く必要がある。固定マイクの場合には,物 を書 こうとしてマイクか ら離
れて,黒 板に向かった時に,話者が何か喋っても,聴衆 には聞 こえないわけ
であって,そ うい う時には,喋 らない方が よい。
一般 に講師は,マ イクを信 じているせいか,マ イクの聞こえ方について非
常に無頓着である。自分の声量に自信がない人 は,最初から無理をせず,マ
イクを用いた方が賢明である。
4は じめの挨拶
はじめの挨拶は,も ちろん自分の名前 と話題(=テ ーマ)を しっか り述べ
る必要がある。司会者がいて,講話 者が紹介されるという場合 も同じである。
ただ し1回切 りの話の時である。 もちろん2回 目以降からは不必要である。
それをしない人がいたのを,私はフロアで見ていたが,その時,聴衆者 はびっ
くりしていた。
5レ ジ ュメ
講話 の際 に,レ ジ ュメを作 って聴衆 に渡 してお くとよい。 必ずすべ きこ と
で はない。だが これ によって損 をす る こ とはない。 もちろん,レ ジュメで な
くて もテキス トで もよい。 あ るい は,資 料 な どはプ リン トを作 って渡 す とよ
い 。
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6映 像
OHP(オーヴァー ・ヘッド・プロジェクター)で 資料を示 して もよい。た
だしOHPは,見せている時間が短 くて,聞き手が書 くのに時間がな くて困る
というケースが非常に多い。だから資料の取 り替え,つ まり見せている時間
は,非常に長 くするべきである。 またそれ以外では,映 像を使 うとよいとさ
れる。ビデオなどである。絵や写真や本 を回覧するのもよい。コンピューター
の映像を見せるのもよい。
7恥 ずか しさ
滅多にいないが,講 話者が恥ずかしが りなが ら物 を喋る場合がある。 これ
は,話者が幼児であることを除 けば,良 い結果 となる場合は全 くない。 これ
は日本人に固有である。表に顔 に出さないけれ ども,心理的に恥ずか しいと
思っている人の場合 もある。 これ自体を私 は非難 しているのではない。 この
ために,話 者が小声で話してしまい,相 手 に聞 こえない とか,迫 力がないと
か,マ イクにしっか り声をいれずに,相手に聞 こえない ということになる。
それを私は言っているのである。その人が恥ずか しいと本当に思って,し っ
か り話ができないならば,話 をするのを辞めるべ きである。話 をするのが職
業であれば,そ の人は辞職するべきである。
ここで言いたいのは,小 声でボソボソ,も そもそ,話 す場合である。
テレることも少な くない。ちょっと常識では考えられないような例だが,
自分の手を自分の顔につけて話す人がいる。幼児的である。ヨーロッパでは,
頭痛で も起 きないかぎ り,日常会話で もそんな ことはしない。
8余 分な導入
講話 をする時間が ない とか,時 間が短い場合 に,「時間が あ りませ んが
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……」 とか,「時 間が足 りない… …」 とい う状況 を,く ど くどと述べ る人が
い る。時間が足 りない とか,な い とい う場合,こ うい うことを述べ る必 要が
ない。 それ を喋 って い るこ とに時 間 を使 って しまうか らで ある。
講 師が,講 話 の中 で,特 に初 めの部 分で行 な う ことが多い のだが,自 分が
その講 演 に頼 まれた いわ くや理 由を,く ど くどと述 べ る ことがあ る。これ は,
大体 はつ ま らない話 にな る。それ に また,こ れ は不必要 であ る。はっ き り言 っ
て,聴 衆 は,す くな くとも,「つ まらな いな」 と思 う。時 間が もったいないか
ら,早 く本論 に入 った ほ うが,得 であ る。
9分 か りやす さ
話の内容それ自体について,こ こで論ず る必要はない。またその場で もな
い。 しかし講話者 は,第1段 階 として,話 の内容,あ るいは自分の考 えを明
確にしてお く必要がある。明確にしてお くというのは,秩 序立ててお くとい
うことで もある。これは話す前の作業であろう。つぎに,第2段 階として,
それ を分か りやす く話す必要がある。分か りやす くというのは,順 序よくと
いうことで もある。つ まりこの二つの段階が必要 となる。もちろん聞き手の
レベルを考えるとい うことで もある。
水準の高い話 はむずかしい,と いうわけではない。わか りやすいことと水
準の高さとは,ほ とんど全 く関係がない。大学の先生は,や さしいことを難
しく語 るか ら,要注意である。
概 して,よ く分か らないことは難 しく喋ってしまうというのが,お 定まり
である。だから,難 しく喋るというのは,話者 に力量がない ものと見てほと
んど間違いがない。よく分かっていた ら,易しく喋れ るものである。ただし,
哲学の一種などは除いてであるが。
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10メ モの 問題
話者が原稿 を棒読みするのは,少 ない例外 を除き,す べきではない。棒読
みをして話の内容を感動的に表現できる人は,非 常に少ないか らである。そ
れゆえ,絶対するべ きではない,と い うわ けでもない。資料の短い紹介をす
る場合にはせざるをえない。それに,次 の項 「11見る方向」で言うつ もり
であるが,講 話者は聴衆 を見ていなけれぼならないからである。原稿 を見つ
づけていれぼ,普 通は,話 者は聴衆 を見ることができない。反対 に,無原稿
で話 をす る人がいるが,これは特技であり,記憶力が非常 によい人であって,
凡人 にはむずかしい。 もしこれが出来るならば,や って も差 し支 えない。話
の内容を自家薬篭中のものにしている場合には,で きな くもない。
結局,普 通の人であれぼ,短 い時間の話を除き,前 もってメモを作ってお
き,資料,話 の トピック,順 序などを,自分な りに書 き込んでいるのではな
いか。そうしない と,普通は無理である。
11見 る方向
話者 は,聞 き手の全体 を,ま んべんなく見渡す ことが大事である。全ての
時間にわたって,下 を向いて喋 り,聴衆を見なかったとなれば,そ の代わり
にビデオ ・テープか録音テープをまわしていた方がよいわけであり,そ れで
済んでしまう。
一定方向だけを,聴衆の一部ばか り見ているの も,問題である。まんべん
な く,前後左右の聴衆を公平に見てお く必要がある。 これはかなり重要 らし
い。聞き手は特別扱いされているとか,さ れていないとか,感 じるらしい。
ひいきをしていると感 じたら,話 し手へ不信の念を持つ。
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12間,つ な ぎ音
問(ま)の とり方 の うまさが,話 の技 の うまさ と言 われ る。落語 家 は これ
が必 要だ が,大 学 の講 義 くらいの場 で は,こ れ は高望 みで ある。
エー,エ ー ッ ト,エ ー ッ,あ の一,そ の一,ま あ,う 一,あ 一,と い う侠
雑語 ・侠雑 句が ある。 これ らは入 れ ない方が よい。 「何 と言 っていいか,わ か
りませ んが,… …」 も同様 で ある。 これ らは クセ になってい る人 が多い。
これ らを入 れ るこ とに よって,多 くの損失 が生 まれ る。
第1に,こ れらは必要がない。
第2に,聞 きづらい。
第3に,頻 繁に言ってしまう場合,頻 繁に侠雑語が入ってしまう場合は,
聞き手 は,話者が何 を言っているのか分か らな くなる。
第4に,聞 き手 は,そ の場合にそれらが気になって仕方がなくなる。講話
の内容 よりも,イ ライラがつのる場合がある。むしろ聞 き手は悪感情 を抱 く
場合がある。
例示 として,一 つ あげ よう。や むな く私 はあ る時,あ る先生 の講義 を聞 く
はめにな った。 それで驚 いた。同氏 は,ひ んぱん に 「イ ッ ト」 とい うことば
を入れ るので ある。 これ を聞 きなが ら,そ れ は何 か と思 って,長 い間考 えて
いた ら,侠 雑語 の 「エー ッ ト」だ った。
例 えぼ,こ うな る。すべ てひ らが なで書い てみ る。
「い っ とへい け ものがた りはい っ とい っ ときその さ くしゃが いっ とわ か っ
た ことがあ りま してい っ としか しいっ とや は りけっき ょくいっ とわか らない
とい うのが いっ とげん ざいなのです。」
第5に,こ れ らの侠 雑語 ・句 ・文 を入 れ る ことは全 く損 なのだが,こ れ ら
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の侠雑語 を入れなけれぼ,つ まりそれ らを喋 らなければ,そ の間に,間(ま)
ができる。そのくらいの問(ま)は,話 の中では,あ ってもよいのである。
講話や講義では,なるべ くゆっくり話した方がよい。いやむしろ,授業では,
その間,真 面目な学生はノー トが とれるから,間(ま)が あった方がよい。
それなのに,こ れ らの侠雑物を入れると,そのせっか くの問(ま)を つぶし
てしまうことになる。だか らこれだけで二重の損失である。
侠雑語を入れまいと努力しても,か なり入 る。だから自分の話 しをテープ
に とってみるとよい。普通は,意 外に沢山はいっているのでびっ くりす る。
13冗 談
話の中に冗談(=ジ ョーク)を入れるかどうか,そ れが良いかどうかは,
ここでは論 じない。その場 と,内容,話 し手の人格 とにもよるからである。
葬儀委員長が追悼演説で冗談を入れた ら,その人はひんしゅくを買うことは
請 け合いである。
冗談を言って,聞 き手 に笑われなかったら,次か らはその冗談 は使 い方を
考えた方が よい。まずいのは,冗談 を言って,話 し手が自分で笑 ってしまう
ことである。冗談では,他 人(=聞 き手)が 笑 うものである。話 し手は笑わ
ないで喋る必要がある。話し手が笑 って しまい,聞 き手が笑わなかった ら,
もう悲劇であろう。
冗談 も,関西 と関東 と北海道 とでは,微妙 に違う。聞き手 も地方によって
冗談 を受け取 る性格が違 う。聞き手の年齢,な どにもよる。
神経を非常 に逆撫でする冗談を毎年言 う人がいて,当 の本人はそれに気が
付かないのだから,困 る。無記名で履修者にアンケー トをとると,分かる。
14力 点
話の中で,つ まり話す文章の観点で,重 要な言葉 ・句 は,は っきり,喋 っ
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た方が よい。つ ま り名詞,動 詞,形 容詞 な どで ある。他 方,重 要 でない語句
は,大 きな声 で話 さな くて も大丈夫 で ある。例 えば,「……で あ ります」「… …
と思 い ます」「… … ござい ます」 な どで あ る。これ を反対 にして しまった場合
は,分 か りに くい。 この例 は,話 の上手 な人 にもか な り多い。
15話 の早 さ,声 の大 きさ
話の早いのは,ほ とんど全 く駄 目である。早 く話す と非常によいという話
に限るが,そ ういう話 は滅多にない。ゆっくり話した方がよい。それにまた,
早 く話す と,それぞれの各音声が小 さくなる。そのために聞き取 りに くくな
る。講義などでは,ノ ー トをとる必要があるので,ゆ っ くり話した方が決定
的によい。ただし,ゆ っ くりというのは,間延びではないことは,当然であ
る。
次に,声 の大 きさは決定的である。マイクを使わない場合,一 番後 ろの席
の人がはっきり声を聞けるほど声が大 きくなければならなY}。(2)
16黒板の字と板書
黒板やボー ドの字は,思 いきり大 きい方が よい。非常に狭い部屋で黒板 に
書 く場合 は別である。話者,つ まり黒板 に字を書 く人は,最 も近 くで字 を見
ることになるのだが,聴 衆 は遠 くで見 るのである,特 に後 ろの聴衆はとて も
遠 くで見 ることになる。講師が黒板 に字を書 き終ってそれを眺めるとしよう。
多分1メ ー トル くらいの距離があるだろう。一方,後 ろの聴衆が黒板から10
メー トル離れていた としよう。そうすると,講師が見る字 を,(10×10=100
なので),百分の1の 小 ささで見 ることになる。
黒板 に書かれた字 は,200人以上入るような部屋では,書き手が想像するよ
りも非常 に小 さくなる。だからかな り思い きった大 きな字 を書 く必要があ
る。
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話 し手 はまた,黒板 に字を書 く時,あ わてる必要がない,ゆ っくりと,き
れいな字 を書 くべきである。大学では,学 生が黒板のその字 を写す場合が多
いので,早 く書 く必要がない。
黒板 に授業内容のエッセ ンスを,小 学校か ら高校 までは,講 師や教員 は
しっか り書いているようである。大学ではどんなものだろうか。私のや り方
は,ワザ とあまり沢山書かない。しか し,大学での板書の意味を語っている。
大学は高校 と社会の中間なのであ り,社会 に出てから誰 もが黒板 に仕事の用
件 を書いてはくれない。また自分 に大切なこと,自分が重大だ と思 うことを
筆録せ よ,と私は言っている。ただ しこれはそれぞれの科 目と関係があるだ
ろう。
黒板の字を消す時 も,書 いた ものを古い ものか ら消 してゆ くべきであろ
う。消す時 に,学生に確認をとってか ら消 してゆ く人がいて,そ の人は良心
的である。
17居 眠 り
聞き手が居眠 りをする場合がある。それには,聞 き手の側の原因 と話者の
側の原因 とがある。話者の方だけを言えば,そ して簡単な理由だけを挙げれ
ば,話 が うまくない,ト ーンが単調,内 容がつまらない,む ずかしす ぎる,
などなどである。聞き手の方の理由は,聞 く気が無い,の 類である。 どちら
にも属さない理由としては,教室が暖かすぎる,食事の直後である,学生の
夜更し,が ある。
18終 わ り方
講話が終わる時,「これで終わ ります」などと,終わることを示して終わる
のが普通である。学生は授業での自分の報告で,終 わ り方が分からない場合
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や,し ない場合が多い。
非常によい,印 象的な終わ り方は,締 める内容,短 い結論めいた ものを,
終わ りますという言葉 に代えてもって来るというものである。しか しこれは,
かな り高度で,ち ょっと小粋な準備 をしてお く必要があるか ら,それまです
る必要はない。大変重要な演説などの時に,し てみても一一興である。
19座 席
座席が決 っていない場合,学 生が,教 室の前の方でな く,後 の方だけに
座ってしまい,前 に来ない,と いう状況が,現 在では非常に多い。これは,
参加者が義理で参加 している,消極的である,教 師が恐い,な どの理由によ
る。最近 の風潮だ,と いうこともある。しかし後ろに座 っていると,人間は
精神集中が しに くい。黒板の字 も見 えにくいし,話者の声 も聞 こえにくい。
好 きで後 ろに座っているのだか ら仕方ないが,現 今ではそうも言ってい られ
ない。 これは前の方に来 させるべ きであり。その手は沢山ある。私 はわざわ
ざ最後列の人に出向いて,マ イクで質問することにしている。
20雑
基本的な概念は丁寧に話す。
話者が ときどき,聴衆に質問するのもよい。
話の大 まかな筋 を,初 めに,序論的に話す とよい,と される。
連続の話の場合,前 回の話 を少 しするとよい,と され る。
よいテキス トを選ぶ ことは,授業では重要だ,と され る。(3)
21改 善方法
話 し方,授 業のや り方などについて,改 善する方法に,よ いことがある。
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話を聞いて くれている当の学生に,無 記名で批評 を書いてもらえぼよい。ア
ンケー トである。話者は弱点が自分では気がつかないものである。実際に話
を聞いている人 は,大学でならば,学 生しかいない。他に教 えて くれる人は
いない。そのアンケー トに基づいて,合 理的で可能 な所から改善 してみれば
よい。
ただし,他 の先生に授業 に参加してもらうという試みが,大 学で出てきた
ので,そ れ もよい。
学生 による授業評価を導入せよ,というのが,今 日の流れ となっている。(4)
これは原理原則 としては正 しい。ただし2つ問題がある。授業を改善するの
は,個 々の教員の問題である。改善点は話 し手個人 によって皆それぞれ異な
る。次に,単 位をとることだけを考えている一部の学生の評価 は,正 当にう
けとめてよいか どうか,疑 問がある。一方,真 面 目に参加 している学生の声
はほとんど正しい。だか ら彼 らの意見 ・要望は聞 くとよい。
付
私語の問題
あらゆる大学で,授 業中の私語が行なわれ,そ れが社会問題 にもなってい
る。私語の研究(5)の本 も出た。私語の理由は,そ の書によれば,学生のアイ
デンティティー(自 己同一性)の 喪失であるという。自分がそこの大学 に,
その学部に,そ の場にいることに必然性がない,そ の授業に参加 している意
味がない,な どである。
実際は,現 象的な理由には次のものがあるだろう。単位をとるためだけで
授業 に出席 している,勉 強する気がないのに出席する,友達 とお喋 りす るた
めに授業に出る,つ まり授業を喫茶店代わ りにす る,大体勉強するつ もりで
大学に入ってきていない,そ の講義が学生のニーズに合っていな くて,仕 方
な く履修 している,講 義内容が 自分=学 生の関心の対象ではない,学 生の将
来計画 と授業の結び付 きがない,カ リキュラムが貧弱で,採 れるものがない
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ので,仕 方 な くとってい る,ま た は必修 なので仕方 な くとってい る,な どで
あ ろう。 また教 員側 にあ る原因 もあ る,例 えば,先 生 が好 きになれな い,難
しい,難 し く喋 る,な どで ある。 出席 を とるか ら,と い うの もそ うで ある。
『北海道新聞』(2000・10・30朝刊)に ,「やめられない講義中の私語」「『学
生の自覚』なんて死語」な どのキャプションで記事が出た。北星学園大学の
調査から,で ある。 このアンケー ト回答は386人で,す べて学生である。私
語をする理由については,「教員が注意 しないから」33%,「講義内容がつ ま
らない,興 味が持てない」30%,「教室が広いから」21%,「内容が理解でき
ない」4%,な どである。友達が近 くにいるとつい話 しちゃう,と いうのが
現実である。「どうせ友達からノー トを写させて もらうか ら,授業はあんまり
聞かない」 という人 もいる。この調査委員会は,学 生が高校生離れしていな
い,と 見 る。
大学では,私語 は普通,第1に,1,多 人数の教室で起 きる。2,出 席を
とる授業で起 きる。第2に,こ れ ら以外では,下 手な授業,つ まらない授業
などでも発生す る。第2の 問題は解決がつかないので,第1の 問題だけを述
べよう。
私語を解決す るには,大人数教室 をやめて,で きるならば少人数教室にす
るべきである。語学の授業 は,出席 をとっても,少人数なので私語が少ない
という場合がある。だか ら語学教師 は,私語の問題をあまり感じていないよ
うである。
出席 をとることによって私語が生ずる場合は,出席 をとらないことにして,
私語をさせなくするという方法がある。これには抵抗のある先生がいるが,
残念ながら時代が違 ってきているのである。出席をとることで,出 席 した く
ない人でも出席するか らである。 こうしてかれらは,授業 は聞かないで,私
語をすることになる。ただしこの場合,必 修授業は困るだろう。
私語ではないが,出 席をとることによって生ずるひどい例がある。授業の
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初めに出席をとると,学生が出てきて,出 席簿に名前を記入 して,そ のまま
退出するというのである。授業の終る時に出席 をとると,学生が,授 業の終
る頃に出てきて,出 席を記入する。そのため,授業の終わ り頃にガヤガヤう
るさくなる。そういう場合がある。
私語については,この10年とその前 とは,学生の態度が違 う。以前 は私語
を注意すると,これは悪かったという表情 をす る。しか し最近は,私語 を注
意しても,他人に迷惑をかけたという意識がない場合が多い。これ らは,親
の問題でもある。 また小 ・中 ・高等学校時代か ら,自 由分散的な授業 を受け
てきているか らでもある。私語 は,一流大学か ら三流大学 まで変わ りがない
と言われている。
私語は,実 はやめさせることができる。私語が多い場合,ま ず必要なこと
は出席をとらないことである。 もちろんそれによって問題が発生するが,そ
れを解決するための一つの方法 は,出席 していないと試験に合格 しず らくす
ることである。つまり,やる気がないのに,あ るいは出席をとられるから出
席するという学生がいる。 これらの学生が私語のもとなのである。彼 らは出
席 していても大体出席 している意味がない。 こういう人を出席 しているもの
として勘定することが間違いである。
なお,私 語に対 して,学 生同士では概 して注意 をし合わない。 これには,
詳論 はここでは避けるが,や むをえない事情 もある。
トンでもない例 もある。講義を聞いている学生か ら,「私語がうるさいから
注意をして下さい」 と,授業中に先生に要望が出た。それを受 けた先生が,
「一部の,そこの学生さんから,そういう発言が出たので,静かにして下 さい」
と言ったものである。無責任 きわまる。
私語以外の問題
さて,私語の問題 は古いという報道が出た。「講義中 無言で"私語メール"」
という記事である(『毎日新聞』2000年10月)。学生が,授 業中にメールを発
信 し,友人 と世間話をしている。そしてメールを発信 しない学生は17%だ,
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とい、う調査結果である。
今後は授業中のメール発信が問題 になるだろう。ひどい例では,同 じ教室
内で,出 席 している者同士で通話 をしている。
授業中に飲食 をする学生が多 くなった。一部教員によっては,飲料の持込
みを許可 している場合 もある。これ ら教員の一部はヨーロッパの真似(=ヨー
ロッパ ・かぶれ)を してお り,日本人 の特性 を知 らないでいるのである。 こ
れは無責任である。実際は,学生は飲食をする時に他人に迷惑 をかけている。
カチャカチャ音 を立てているし,こぼしたり,決定的なのは,ゴ ミになった
ものを片付けないのである。私は,許 可した教員が,学 生が食べ残 した り,
残 したゴミを,そ の教員が自分で始末するというならぼ,許 可 してもよいと
考えるが,ど うであろう。ただ し,勤労者向けの学校などで,適 当な食事時
間のない場合 は例外である。
試験のや り方
試験 は,普通 は,出題者が問題を試験 当日に出 して,そ れを学生が答える
というものが伝統的であった。 しかし新 しい試みが出ている。前以て,出 題
を示 してお くというのが,1つ である。 これは,学 生が前 もってそれをじっ
くり勉強するから,かえってよく勉強するという効果がある。これの弱点 は,
怠けの学生が他の学生から成果を聞いて教わってしまうというものである。
この解決方は,同 じ答案 は零点 一 あるいは非常に低い点一 にするという
ものである。2つ 目は,前 もって幾つかの問題 を出 して,試 験当日そのうち
の幾つかを選択 して答えさせるというものである。
これ らの新 しいや り方も悪 くない。併用するとよさそうだ。
試験条件については,持 込み不可,持 込みが部分的に可,持 込みがすべて
可,と い う3種類 の方法がある。持込みが許 される場合 は,答案水準が高 く
なるか ら,相対的評価 をした場合,同 じことになる。持込みがすべて可の場
合 は,いわゆるカンニングは起 きないこととなる。 また試験監督 も事実上必
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要がな くなる。
試験 も,論述方式,穴 埋め方式がある。レポー ト方式 もある。
レポー トを出して もらうというのは大変よいものだが,問 題は,学 生が他
人のレポー トを書 き写 してしまうことである一 もちろん,こ れ らは零点に
なる一 。これはレポー トを全部読めば分かる。他の問題 は,レポー トを読む
のは時間がかかるので,成 績提出講師は苦労す ることである。レポー ト方式
のよい点は,真面 目にレポー トを書けぼ,履 修者の実力がつ くことである。
ただ し,レ ポー トを出さねぼならない授業は,現今では概 して敬遠 されてい
るようだ。
カンニングにも新 しい形式が登場 した。メールでや りとりするのである。
また,過 去問=カ コモンなるものがある。これは従来出題 されてきた試験問
題 を集めて,何 年にも渡って流布 されるものである。 これらが特定の友人 の
間で知 らせられ,教 え合われる。また,昼 問の試験が終って,夜 間の同じ科
目の試験が,数 時間後 に行なわれる時,こ の間に,問 題が流される。全員に
知 らされるものではないか ら,コ ツコツ勉強 している学生には損になる。
以上,こ れ らはペーパー ・テス トである。一方,口 頭試問もある。 ウィー
ン大学ではほとんど口頭試問であった。
参加型授業
授業が段々参加型になって来ている。 これは概 してよいことである。ただ
し科目の性質によっては,こ れはできない,と いうものもある。欧米では参
加型が多い。といっても,一方的な講義形態 というものも必要な場合がある。
参加型は,つ まりゼミナール的なものである。 また集団討論,報 告発表など
がある。 しかし参加型授業は少人数でない と,効果 は出ない。集団討論 をさ
せる場合に,少 な くとも10人くらいのグループに分けねばな らないだろう。
あるいは分科会か分散会を作ってグループ化する必要がある。報告発表会 も,
半年で15人くらいが限度である。それ以上の学生で報告発表会形式をする
と,学生の発表の機会がなくなるし,発 表しない人が実際は長期間努力 しな
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いことになる。グループの うちの代表者だけが発表するという形態のグルー
プ発表 も,日本では駄 目である。代表者にな らない人 は学習 しない場合が多
いか らである。外国のケースを日本であてはめようとするのは,馬 鹿げたこ
とである。欧米の大学生 と日本の大学生は,全 く違 うのである。
ある教育大学の先生が,大 福帳方式 というものを考 えた。出席者が毎回講
義感想を共通 ノー トに記入し,そ れに講師が応答す るというのであった。ク
ラスが30人以内なら効果的だ とい う経験である。
講師が問いを出し,学 生に答えさせる,と いうのが普通の参加型授業であ
ろう。あるいは,講義にたいす る疑問を提出させ,そ れに対 して講師が応答
す るというものである。講師でなく参加者が応答するというのが,一番 よい。
参加型授業は今後,い っそう工夫 され,よ り多 く実現する必要がある。
参加型授業 と言っても,すべてそうするというのではない。大学や同僚や
カリキュラムがきめた,必 要がある講義は,し っか りと講義するという前提
がある。その意味の講義授業 を,参加型授業 に振 り替 えるわけにはゆかない。
参加型授業 は,学生の討論が主になる。ところが これが大変である。現在,
そしてだんだん,人 前で自分の意見が言える学生が少な くなった。 もしか し
た ら昔 もそうだったのかもしれない。大体,自 分の意見がないのかもしれな
い。 これ らの理由は2つ ある。小学校以来,自 分の意見 を言う場がなかった
とか,そういう教育 を受けていないとか,受身の教育 しかされてこなかった,
などの理由である。つぎの理由は,日 本人全体の問題で,日 本人は大体 自分
の意見 を言わない国民だ,と いうものである。(6)
結
話 し方の問題や,授 業の運営について注意を払うというのは,実 は本質的
な,問題 と結び付いている。 こういう問題に注意を払わず,関 心 も持たない
という人 もいる。そういう場合は,本 稿のような文は読 まれない。
では,ど ういう問題かというと,これを大学教師に限 ろう。大学教師は研
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究 と教育の両方が任務であるとされる。だか ら,そ の社会的任務の重要な側
面は,教 育である。 ここで研究は複雑な論点があるので除 くとすれば,で あ
る。あるいは,教 師の任務 は,よ い授業 をするとい うことである。
学生 は教師の授業に対 して授業料 を払 う。そしてサービスを受ける。教育
というサー ビスである。大学教師はその意味で教育サービスの提供者である。
た とえは悪いが,あ る工場がよい工場だ と言われるのは,そ の工場がよい製
品を生産するからであろう。大学が よい学生を育てるには,よ い教育サービ
スをする必要がある。その教育サービスはよい授業か らな りたつ。そのため
に,話 し方や授業経営を考 えることは,相 当重要であり,並の神経の持ち主
ならぼ,そ れに関心を持たざるをえない。(7)(8)
注
(1)本学学生(佐 々木・田中)の アンケー ト集計の自由意見 も,こ こで時々利
用させてもらっている。
(2)声が小 さくて,自分の話を伝 えずに一生を無駄に過 ごす人が,大勢いるの
である。
(3)私の例。例 にならないか もしれないが,北 大で15から20年前の時代に,
1,2年 生の演習のテキス トを,ア ダム・ス ミスの 『諸国民の富』第5編
とした。例年15名くらい集まる授業が,そ の時に限って1名 となった。
(4)安岡高志な ど 『授業を変えれば大学は変わる』プレジデン ト社1999年。
(5)新堀通也 『私語研究序説』玉川大学出版部。
(6)討論で意見がない,発表 しない,というのは,社会に出てか ら本人が困る
のだが,社 畜(佐高信)として,無 言で無思想で働 く日本サラリーマンは,
会社から見るとあ りがたい面があり,矛盾 している。会社では,まだ上役
が部下の意見をきかない場合がある。日本の政治家が意見がないので,ア
メリカの政治家に相談されない というのは,事実だが,日本の政治 として
は困る。そういう教育を受 けて こなかったか らである。 これらは教育・社
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会問題なので,こ こでは展開できない。
(7)文献:富 岡隆 『話のしかた』 日本機関紙協会[1965年]。
(8)本稿のために,い くつかの情報 と意見を,渡 辺みゆきさんか ら頂戴 した。
